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最
初
の
創
作
集
は
「
晩
年
」
で
し
た
。
昭
和
十
一
年
に
、
砂

子
屋
書
房
か
ら
出
ま
し
た
。
初
版
は
、
五
百
部
ぐ
ら
い
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
次
が
「
虚

構
の
彷
徨
」
で
新
潮
社
。
そ
れ
か
ら
、
版
画
荘
文
庫
の
「
二
十

世
紀
旗
手
」
こ
れ
は
絶
版
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

し
ば
ら
く
休
ん
で
、
一
昨
年
あ
た
り
か
ら
多
く
な
り
ま
し
た
。

紙
の
質
も
、
悪
く
な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
は
、
竹
村
書
房
か
ら

「
愛
と
美
に
つ
い
て
」
砂
子
屋
書
房
か
ら
「
女
生
徒
」
女
生
徒
は
、

こ
と
し
の
五
月
に
再
版
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
竹
村
書
房
か
ら
「
皮
膚
と
心
」
京
都
の
人
文
書
院

か
ら
「
思
い
出
」
河
出
書
房
か
ら
「
女
の
決
闘
」
が
出
ま
し
た
。



こ
と
し
は
、
実
業
之
日
本
社
か
ら
「
東
京
八
景
」
が
出
ま
し

た
。
二
、
三

日
中

に
、
文

芸
春

秋
社

か
ら
「
新

ハ
ム

レ
ッ

ト
」

が
出
る
筈 は

ず

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
す
ぐ
ま
た
砂
子
屋
書
房
か
ら
「
晩

年
」
の
新
版
が
出
る
そ
う
で
す
。
つ
づ
い
て
筑
摩
書
房
か
ら
「
千

代
女
」
が
、
高
梨
書
店
か
ら
「
信
天
翁
」
が
出
る
筈
で
す
。
「
信

天
翁
」
に
は
、
主
と
し
て
随
筆
を
収
録
し
ま
し
た
。
七
月
ま
で

に
は
、
み
ん
な
出
る
で
し
ょ
う
。

少
し
休
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
と
し
三
十
三
で
あ
り

ま
す
。
女
の
子
が
ひ
と
り
あ
り
ま
す
。



底
本

：

「
太
宰
治
全
集

」
ち
く
ま
文
庫
、
筑
摩
書
房
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル

：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫

（
h
ttp

:/
/
w
w
w
.a
o
zo

ra
.g
r.jp

/
）
で

作
ら

れ
ま

し
た
。
入

力
、

校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で

す
。


